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編
者
の
「
ま
え
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
二
十
一
世
紀
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
カ
ン
ト
哲
学
の
意
義
と
課
題
」
に
狙
い

を
定
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
作
と
な
る
『
カ
ン
ト
読

本
』（
一
九
八
九
年
（
の
刊
行
か
ら
お
よ
そ
三
十
年
が
経
過
し
、
そ

の
論
述
内
容
が
い
さ
さ
か
古
び
て
き
た
状
況
を
踏
ま
え
、
国
内
外
に

お
け
る
最
先
端
の
カ
ン
ト
研
究
の
成
果
を
組
み
込
む
仕
方
で
新
た
に

企
画
、
出
版
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

本
書
は
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
部
「
カ
ン
ト
哲
学
の

グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
」
で
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
英
米
圏
の
最

新
の
研
究
動
向
の
ほ
か
に
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
、
ロ
シ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
語
圏
、
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
、
漢
字
文
化
圏
に

お
け
る
カ
ン
ト
研
究
の
状
況
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
部
「
カ
ン
ト
哲
学
の
新
し
い
読
み
方
」
で
は
、
批
判
期
の
著

作
に
お
け
る
今
日
的
な
論
争
点
を
扱
っ
た
諸
論
考
に
加
え
、
前
批
判

期
の
思
想
と
晩
年
の
『
オ
プ
ス
・
ポ
ス
ト
ゥ
ム
ム
』
に
関
す
る
諸
論

考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
部
「
現
代
の
哲
学
か
ら
み
た
カ
ン
ト
哲
学
」
で
は
、
生
命
倫

【
図
書
紹
介
】

『
新
・
カ
ン
ト
読
本
』

牧
野
英
二
編　

法
政
大
学
出
版
局　

二
〇
一
八
年

小
井
沼　

広
嗣

理
、
死
生
学
、
正
義
論
、
平
和
論
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
言

語
分
析
哲
学
と
い
っ
た
今
日
的
な
研
究
領
域
と
の
関
連
か
ら
、
カ
ン

ト
哲
学
の
も
つ
現
代
的
な
意
義
や
可
能
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
そ
の
ほ
か
に
、
他
の
分
野
の
碩
学
に
よ
る
「
コ
ラ
ム
」、

巻
末
に
は
物
語
風
の
「
カ
ン
ト
年
譜
」、「
カ
ン
ト
関
連
文
献
目
録
」

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
執
筆
陣
の
中
に
は
、
重
鎮
か
ら
新
鋭
ま
で
、

幅
広
い
年
代
の
研
究
者
、
さ
ら
に
は
海
外
の
研
究
者
も
名
を
連
ね
て

お
り
、
本
学
会
会
員
か
ら
は
、
編
者
の
牧
野
英
二
氏
の
ほ
か
に
、
菅

沢
龍
文
氏
、
鵜
澤
和
彦
氏
、
小
野
原
雅
夫
氏
、
近
藤
秀
氏
、
相
原
博

氏
、
大
森
一
三
氏
が
執
筆
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

カ
ン
ト
哲
学
の
入
門
書
や
解
説
書
は
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、

本
書
の
特
色
と
魅
力
は
、
何
と
い
っ
て
も
《
現
代
に
生
き
る
カ
ン
ト

哲
学
》
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
地
道
な
テ
キ
ス
ト

解
釈
は
古
典
的
哲
学
を
学
ぶ
者
に
不
可
欠
な
基
本
的
作
業
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な
い
。
時
代
の
抱
え
る
諸
問

題
に
応
え
て
こ
そ
、
哲
学
研
究
は
真
に
実
り
あ
る
も
の
と
な
る
。
そ

う
し
た
意
味
で
、
本
書
は
、
カ
ン
ト
哲
学
に
関
心
を
も
つ
人
、
こ
れ

か
ら
カ
ン
ト
研
究
を
志
す
人
ば
か
り
で
な
く
、
哲
学
研
究
の
今
日
的

な
意
義
や
役
割
を
考
え
る
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、
大
き
な
刺
激
を

与
え
る
は
ず
で
あ
る
。


